
～岩沼市千年希望の丘 海の見える植樹祭～ 

当日スケジュールの御案内 

 

国際ロータリー第 2590地区会員各位 

   国際ロータリー第 2590地区 

社会奉仕委員長 木村 博 

      

１ スケジュール 

  開催日  ２０１８（平成３０）年４月２１日（土）１１:４５集合 

       １１：４５ 仙台駅東口バス乗り場★印集合（食事を済ませ集合） 

１２：００ 出発 ～専用バスにて～ １２：５０ 千年希望の丘到着 

１３：００ 式典開始 

       １３：３０ 植樹開始 ～ １６：００ 終了 

       １６：１５ 出発   ～ １７：１０ 仙台駅着 

         ※仙台駅までの往復交通費は各自負担願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

.       各クラブ、必ずクラブジャンバーをご持参ください 

 

２．植樹場所 

宮城県岩沼市押分須加原 127-53  千年希望の丘防災盛土エリア（８号丘南） 

３ その他 

持ち物：帽子、動きやすい服装、タオル、防寒用衣類.  

      ※シャベル、軍手、飲料用ペットボトルはこちらでご用意いたします。 

緊急連絡先 ：第 1Ｇ.2Ｇ.3Ｇ 川崎西 上松 090-3526-7505  

           第 4Ｇ.5Ｇ   横浜北 尾島 090-3206-8210    

       第 6Ｇ    横浜本牧 古家 090-9399-4826 

       第 7Ｇ    横浜南央 笹本 090-3082-9240 

        第 8Ｇ     横浜西 浜口 090-3070-6051 

東口 



 

国際ロータリー第２５９０地区 社会奉仕プロジェクト 
 

 

･･･ 寄付への御協力お願い と 植樹活動のご案内  ･･･ 

 

１ 趣 旨 
 

今年度、イアン H.S. ライズリーＲＩ会長は、サンディエゴで開催された国際協議会に

おいて、2017-18年度テーマ「ロータリー：変化をもたらす」の発表ととともに、2018年

のアースデイ（4/22）までに「すべてのロータリアンが 1本以上の植樹をしてほしい」と

提案されました。 

これを受け当地区では、本年度の地区社会奉仕活動の一つとして、一般社団法人森の防

潮堤協会と連携・協力し、東日本大震災復興支援ともなる 「千年希望の丘」に植樹する

プロジェクトを実施することと致しました。具体的には、当地区内ロータリアンの皆様 

より 5,000本の植樹を目指す寄付の御協力を頂き、アースデイの前日である 4月 21日に

宮城県岩沼市を訪れて、植樹活動にも参加しようという活動です。 

 趣旨ご理解･ご周知頂き、地区全体でこの活動を盛り上げて頂きたく、ご協力の程、何卒

宜しくお願い致します。 

 

２．プロジェクト概要（次頁｢1000年後の子供たちに残す歴史的プロジェクト｣を併せてご参照） 
 

内 容 ： 植樹活動（植樹本数 5,000本～） 

場 所 ： 宮城県岩沼市押分須加原 千年希望の丘防災盛土エリア 

樹 種 ： 生物多様性豊かな広葉樹を中心とした樹木 

植樹方法 ： 混植・密植「宮脇方式」 

 

３．ご寄付について 
 

寄 付 金 額 ： 一人当たり２,０００円 ～ 

送 金 先 ： 横浜銀行 県庁支店 普）１２２５８６８ 

口座名）国際ロータリー第２５９０地区 特別口座 

送金･送金

報 告 期 日 

： ２０１８年３月２０日(火) 

※ クラブにてお取りまとめの上ご送金下さい。 

※ 送金報告を FAXにてお送り下さい。 

 

４．植樹について 
 

実 施 日 ： ２０１８年４月２１日（土）１３:００ 式典開始 

             １３:３０ 植樹開始（15:30 終了予定） 

参加人数 ： ロータリアン、ボランティア含み ５００人程度 

※ 当地区からの参加については、当日 仙台駅に集合し、バスにて現地

へ向かう予定です。（仙台駅までの交通費は自己負担） 

詳細のご案内は固まりましたら後日お送りします。 

 

以 上 

 



～ １０００年後の子供たちに残す歴史的プロジェクト ～ 

◆植樹場所「千年希望の丘」について 

宮城県岩沼市押分須加原 千年希望の丘防災盛土エリア 

 

岩沼市では震災により生じたガレキを再生活用し沿岸部一帯に 15 基の丘陵地を造成する「千年

希望の丘｣を整備しています。丘と丘はかさ上げした園路で結び、法面に植樹を行います。震災の

記憶や教訓を伝えるメモリアル公園の役割と防災教育の拠点としての役割を担います。 

    
今回植樹場所：赤点線の法面（全長 330m , 法高 5m） 

 
◆将来、森の防潮堤になります。 

 
丘と「緑の堤防」を連結させ、津波の力を減衰します。コンクリート構造物が数十年で朽ち果てて

も、千年先まで人々のいのちを守ってくれます。東日本大震災の大津波では、岩沼海浜緑地帯にあっ

た築山に避難し、助かった人がおられました。 


